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第 6 次ルクソール西岸

アル＝コーカ地区調査概報

調査報告

Abstract
The team from the Institute of Egyptology at Waseda University initiated clearance, conservation and 

documentation at the tomb of Userhat (TT 47), Overseer of King’s Private Apartment under Amenhotep III, and 
its vicinity at al-Khokha area in 2007. Although this tomb is one of the most important private tombs from the 
reign of Amenhotep III, comprehensive scientific research has not yet been conducted because its location had 
become unknown after the report of the tomb by Howard Carter in 1903. 

In the previous seasons, we uncovered the entrance of the tomb, which has the lintel and doorjambs on both 
sides. They were decorated with incised hieroglyphic inscriptions and the figures of the tomb owner, Userhat. 
We also located the subterranean structure of the tomb through the clearance of the debris in a hole where the 
ceiling of the chamber was collapsed in the past. At the south side of the western rear wall of the transverse hall, 
we found a relief decoration which depicts Amenhotep III and Queen Tiye seated under a canopy. At the inner 
chamber, we found a couple of statue, probably of Userhat and his wife, was carved in the south wall of the 
chamber.

 In this season, we continued clearance at the tomb of Userhat (TT47) and its vicinity in order to obtain 
more information related to the tomb. After removing the large limestone blocks, chippings, and debris from the 
collapse of the ceiling of the transverse hall of TT47 accumulated in front of the south side of the western rear 
wall, we are able to excavate a little bit further to the bottom of the hall so that the scene on the wall could be 
more visible than the last season. We also continued the clearance of debris covered at the southern part of the 
forecourt of the tomb and our clearance revealed the southern part of the forecourt.

1．はじめに

　早稲田大学古代エジプト調査隊は、1972 年 1 月にエジプト・アラブ共和国、ルクソール西岸のマルカタ

南遺跡で発掘調査を開始し、1974 年 1 月にコム・アル＝サマック（魚の丘）において、新王国第 18 王朝ア

Jiro Kondo*1, Sakuji Yoshimura2, Hiroyuki Kashiwagi*3,
Nozomu Kawai*4 and Kazumitsu Takahashi*5

近藤　二郎＊ 1・吉村　作治＊ 2・柏木　裕之＊ 3

河合　望＊ 4・高橋　寿光＊ 5

Preliminary Report on the Sixth Season of the Work 
at al-Khokha Area in the Theban Necropolis 

by the Waseda University Egyptian Expedition

＊ 1 早稲田大学文学学術院教授

＊ 2 早稲田大学名誉教授

＊ 3 サイバー大学世界遺産学部客員教授

＊ 4 早稲田大学高等研究所准教授

＊ 5 早稲田大学エジプト学研究所招聘研究員

＊ 1 Professor, Faculty of Letters, Arts and Sciences, Waseda University
＊ 2 Professor Emeritus, Waseda University
＊ 3 Visiting Professor, Faculty of World Heritage, Cyber University
＊ 4 Associate Professor, Waseda Institute for Advanced Study, Waseda University
＊ 5 Visiting Fellow, Institute of Egyptology, Waseda University
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メンヘテプ 3 世時代の彩色階段を発見した 。この発見を受けて、新王国第 18 王朝アメンヘテプ 3 世時代を

その後の主な研究対象とし、アメンヘテプ 3 世の王宮であるマルカタ王宮址、アメンヘテプ 3 世時代のルク

ソール西岸岩窟墓や王家の谷・アメンヘテプ 3 世王墓の調査など、当該時代の研究を進めてきた 。

　こうした研究の一環として、早稲田大学エジプト学研究所は 2007 年度から新たにルクソール西岸、アル

= コーカ地区に位置するアメンヘテプ 3 世時代の岩窟墓、第 47 号墓を対象に調査を開始した（図 1, 2）。調

査の対象とした第 47 号墓は、アメンヘテプ 3 世のハーレム（後宮）の長官などを務めたウセルハトという

人物の墓で、アメンヘテプ 3 世時代の最も重要な墓のひとつである。第 47 号墓は同王治世後半に特有な、

レリーフ装飾と列柱を備えた大型の岩窟墓であり、この墓の構造、装飾、被葬者の称号、家族関係などを明

らかにするとともに、これらの資料をもとに研究を実施し、同時代の大型岩窟墓の特質と発展を解明する

ことを調査の目的とした 。第 47 号墓は H.A. ラインド（Rhind）や H. カーター（Carter）などの報告により

19 世紀からその存在が広く知られていたものの 、総合的な調査は行われておらず、調査前の時点で、墓は

厚い堆積に覆われ、正確な位置すら不明となっていた。

　第 3 次までの調査により、これまでカーターなどによって報告されていなかった第 47 号墓の入口と入口

図 1　ルクソール西岸地図（Engelbach 1924: pl.II を一部改変、スケール 1:20,000）
Fig.1  Map of Theban Necropolis
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図 2　アル＝コーカ地区地図（“Map of the Theban Necropolis” of Survey of Egypt from 1922 to 1924 を一部改変、スケール 1:2,000）
Fig.2  Map of al-Khokha area

両脇の脇柱を新たに発見し、入口の詳細を明らかにすることができた。脇柱には、南北それぞれ垂直方向に

5 行の碑文が刻まれており、下部には被葬者であるウセルハトが座った姿で描かれている。また、脇柱の碑

文から、これまで知られていたウセルハトの称号「王のハーレムの長官 (imy-r ipt nswt)」に加え、「王宮の

印綬官の監督官 (imy-r xtmtyw nw pr-nswt)」という別の称号が明らかになった。更に、第 192 号墓（ケルエ

フ墓）のように、ウセルハトの名前や図像の顔などが意図的に削られた痕跡も確認された。続く第 4 次調査

においては、前室天井崩落箇所の掘り下げを行い、内部の状況を確認した。この際、前室には柱を繋ぐ「梁」

がみられ、前室から奥室に至る通路の存在も確認された 。

　第 5 次調査においては、今後の発掘、保存修復に向け、第 47 号墓内部の状況確認を目的として発掘調査

を実施し、前室奥壁（西壁）の南側では浅浮彫のレリーフ装飾と碑文を発見した。第 47 号墓出土の王妃ティ

イのレリーフが現在ブリュッセル王立美術・歴史博物館に収蔵されているが、この部分から持ち出されたも

のである事を確認した。また、並行して、第 47 号墓の北側に位置する第 174 号墓、第 264 号墓の保存修復

作業を実施した。

　この成果を受け第 6 次調査では、第 47 号墓前室奥壁（西壁）周辺のクリーニングを中心に調査を実施した。

同時に、将来同墓前庭部を発掘するために、前庭部南側の堆積の土砂除去作業を行い、日乾煉瓦を積んだ擁

壁を設置した（図 3）。
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図 3　第 47 号墓およびその周辺地図（第 6 次調査終了時）

Fig.3  Map of TT47 and its vicinity
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　本稿では、こうした経緯と調査目的のもと、ルクソール西岸アル＝コーカ地区の第 47 号墓および周辺に

おいて 2012 年度に実施した第 6 次調査について報告を行う 。

2．第 47 号墓の調査

（1）第 47 号墓前室奥壁周辺の発掘調査

　第 5 次調査において、第 47 号墓前室奥壁（西壁）南側のレリーフ装飾と碑文を発見した。この壁面のモチー

フは、キオスクに座るアメンヘテプ 3 世とティイの像を礼拝する被葬者ウセルハトを表したもので、第 5 次調

査の時点ではキオスクの上部と王と王妃の図像の最上部、それらの左（南）側に位置する縦 7 行の銘文帯が確

認された。第 6 次調査では、図像と碑文の全体を把握するために、さらにこの壁面の周辺の発掘調査を実施した。

　これまで報告しているように、第 47 号墓の前室が穿たれた石灰岩岩盤の状況は極めて悪く、天井が崩落し、

無数の亀裂が見られる。前室奥壁（西壁）周辺の石灰岩岩盤の状況も例外ではない。壁から 1m ほどで天井部

分は崩落しており、大小の石灰岩の塊、破片が散乱している状況であった。前回の調査に引き続き安全を確認

しながらこれらの石灰岩の破片を除去する作業を継続した。

　その結果約 1m の堆積を除去し、レリーフで表現されたキオスク内に座るアメンヘテプ 3 世とティイ王妃の

図像の状況を把握することができた（写真 1）。前述のとおり、ティイ王妃の浮彫は、現在ベルギーのブリュッ

セル王立美術・歴史博物館に収蔵されているが、第 5 次調査では王妃の冠の 2 枚羽根飾りの上部と王妃を示す

碑文の一部 r-patt aA(t) /////「偉大なる女性世襲貴族…」とあることからティイ王妃のレリーフが本来あった場所

であることが確認された。また、この部分の写真はハワード・カーターが 1903 年のエジプト考古局の年報の

中で公表している（Carter 1903: Fig.1）。ブリュッセル王立美術・歴史博物館に収蔵されているティイ王妃のレ

リーフが本来あった部分は、平坦に鋸で削り取られた痕跡を残していた。ティイ王妃の図像は、胸から腰のあ

たりまでの約 15cm の部分が原位置を留めており、左手でロータスの花を掴む様子が表されているが、腰から

下の腰掛け椅子の図像を含む部分も同様に鋸で削り取られている状況が確認された。アメンヘテプ 3 世の図像

は、上半身の左側半分が辛うじて原位置を留めているが、顔の部分、上半身右側、玉座から下の部分が削り取

られたか崩落した状況であった。前述のカーターが報告した写真ではアメンヘテプ 3 世の左肩と左腕の一部と

玉座の一部が見られるが、残存部からアメンヘテプ 3 世は、翼の装飾のある玉座に座り、右手にヘカ笏、左手

にネケク殻竿を持ち、「シェビゥ (Sbyw)」と呼ばれる特徴的な二重の首飾りを身に付けていることが明らかと

なった。同様な表現は、同時代の大型岩窟墓であるケルエフ墓（第 192 号墓）のアメンヘテプ 3 世像にも見ら

れる（Epigraphic Survey: Pls.48, 49）。キオスクの前に刻された縦 7 行の銘文帯の下には、被葬者ウセルハトが

アメンヘテプ 3 世とティイ王妃に向かって礼拝する姿勢で表現されていた。ウセルハトの鬘の浮彫は未完成で、

顔の部分は鑿で意図的に破壊された痕跡を示していた。

（2）第 47 号墓前庭部南側の発掘調査

　第 47 号墓前庭部の南側には非常に厚い堆積土があり、第 2 次調査より掘り下げ作業を継続してきた。今

次調査では、前庭部の南壁と南西角を確認することができた。また、この前庭部南側の岩盤上に堆積する石

灰岩チップ層は間に風成の黄色砂層を挟み、2 層に分層された。後述するように、出土した土器の分析から、

上層は第 18 王朝末期、下層は第 18 王朝中期に年代づけられた。

　さらに、今回は来期調査での前庭部の発掘調査を見据えて、土砂を除去した石灰岩の岩盤直上に日乾煉瓦

製の 2 段の段差を持つ擁壁を築いた（写真 2）。
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写真 1　第 47 号墓前室西壁南側のレリーフ

Photo 1  Relief decoration on the south side of the western rear wall of the transverse hall

写真 2　第 47 号墓およびその周辺、今期調査終了時（北東より南西に臨む）

Photo 2  TT47 and its vicinity after the fifth season, looking from north-east
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3．主要出土遺物

　　以下では、今回の調査において、第 47 号墓およびその周辺で取り上げた遺物のうち主要なものについ

て記述する。

（1）レリーフおよび彫像片

　第 47 号墓前室奥壁（西壁）付近の発掘調査において多数の石灰岩製レリーフ片が出土した。これらは、

第 47 号墓の壁面装飾を構成していたものである。特徴的なものでは、縦の銘文帯にラー（Ra）の文字が刻

まれた水平の玉縁、前室から奥室に入る入口脇に装飾された縦のブロック・ボーダーの一部、ヒエログリフ

が刻まれた破片などである。ヒエログリフの刻まれた破片には、…nbt tAwy xa…「二国の女主人、…出現す

る者…」と読めるものがあり、形容辞からティイ王妃を示したものであることが推測される（図 4-1）。女

性の鬘を装飾した彫像の破片も出土しており、規格から判断すると、第 47 号墓奥室のウセルハトとその妻

の彫像の一部であった可能性が高い。

（2）シャブティ

　第 47 号墓前庭部南側の発掘では、多くの第 3 中間期および末期王朝時代に年代づけられるシャブティが

出土した（図 4-2 ～ 8）。ほとんどのシャブティは素焼き製で、僅かにファイアンス製のものがあった。ファ

イアンス製シャブティの中には、Asir wab n Imn「オシリス、アメン神のウアブ神官」と記されているものが

あった（図 4-9）。これらの類例は、同じアル＝コーカ地区の第 253 号墓、254 号墓、294 号墓などに見られ

る（Strudwick and Strudwick 1996: 105, Pl.35. Ct.86g）。

（3）葬送コーン

　今次調査においても多くの葬送コーンが出土した。第 47 号墓の被葬者であるウセルハト（Wsr-Hat）の葬

送コーン（Davies and Macadam 1957: #406）は 3 点で、うち 2 点は四角錐の形状をしており、そのうちの１

点は１辺が接する 2 面にスタンプが捺されていた（図 5-1）。これは、おそらくコーナー部分に置かれてい

たものと推測される。今回出土のものを含めるとこれまで出土したウセルハトの葬送コーンは 17 点となる

（近藤他 2013: 114）。

　また周囲の岩窟墓に由来すると考えられるのが 2 点のヘミィ（@my）の葬送コーンである（Vivó and 

Costa 1998: 619, A.08）。これは第 256 号墓に由来すると考えられる（Mostafa 1995: 76）（図 5-2）。その他に

は、センネフェル（sn-nfr)（Davies and Macadam 1957:  #423）（図 5-3）、ロマ（Rm）（Davies and Macadam 

1957:  #489）（図 5-4）、ナクト（Nxt）（Davies and Macadam 1957:  #235）（図 5-5）、ネブアメン（Nb-Imn）

（Davies and Macadam 1957:  #558）（図 5-6）、メンチュウ（MnTw）（Davies and Macadam 1957:  #362）（図

5-7）、ヘビ（@by）（Davies and Macadam 1957:  #15）（図 5-8）、アアケペルラー・セネブ（aA-xpr-Ra snb）（Davies 

and Macadam 1957:  #372）（図 5-9）などである。これらの葬送コーンはほとんどが第 47 号墓前庭部南側の

堆積土砂で出土したものである。

（4）木棺片

　木棺の破片も多く出土している。部位は、蓋、身、耳、足などの一部で木製あるいはカルトゥナージュ製

である（木製：図 6-1 ～ 2、カルトナージュ製：図 6-3 ～ 9）。年代はラメセス朝からプトレマイオス朝時代

までと多岐にわたる。
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図 4　第 47 号墓およびその周辺出土遺物（1）
Fig.4  Major finds from TT47 and its vicinity (1)
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図 5　第 47 号墓およびその周辺出土遺物（2）
Fig.5  Major finds from TT47 and its vicinity (2)
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図 6　第 47 号墓およびその周辺出土遺物（3）
Fig.6  Major finds from TT47 and its vicinity (3)
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（5）土器

　今期調査では、主に第 47 号墓前庭部南側の岩盤上に堆積した石灰岩チップ層から新王国時代の土器が出

土した。石灰岩チップ層は間に風成の黄色細砂を挟み、2 層に分割され、それぞれ特徴的な土器が出土して

いる。

下層からは、皿形土器（図 7-1）、アンフォラ（図 7-2 ～ 3）が出土しており、いずれも内部にプラスターが

入っていた。アンフォラについては、頸部付け根の部分が平坦に 2 次加工されていることから、アンフォラ

（ワイン容器）からプラスター容器として墓造営の際に再利用されたと考えられる 。皿形土器、アンフォラ

の類例は、トトメス 3 世の外国人妻の墓などに見られることから（Lilyquist 2003: Figs.62, 75-77）、これら

は第 18 王朝中期に年代付けられる。

　上層からはいわゆる「ビール壺」と呼ばれる壺形土器が出土した（図 7-4 ～ 5）。類似した壺形土器は、マ

ルカタ王宮からの出土がよく知られており（Hope 1989: Fig.2.f.）、第 18 王朝後期に年代付けることができる。

　新王国時代の土器を含む岩盤上に堆積する石灰岩チップ層は、第 47 号墓前庭部の前室の天井上にもあり、

そこに含まれる土器は、第 47 号墓の造営の際の儀式および造営活動に使用された土器が、墓の岩盤の掘削

廃土とともに廃棄された可能性が想定されている（近藤他 2012: 12-14, 図 6）。今期調査で発見された前庭

部上の岩盤に堆積する石灰岩チップ層の土器も、傾向が類似することから、同じように墓の岩盤の掘削排土

とともに廃棄された可能性が考えられる。

4．まとめ

　2012 年度の第 6 次調査では、大きく 2 カ所で発掘調査を実施した。まず、第 47 号墓の前室奥壁（西壁）

南側付近では、前回の調査でキオスクに腰掛けるアメンヘテプ 3 世とティイ王妃のレリーフが確認され、さ

らにレリーフの状態を確認すべく下部に掘り進め、クリーニングを継続した。その結果、新たに玉座に座る

アメンヘテプ 3 世の図像の詳細や未完成の被葬者ウセルハトの図像の存在が明らかになった。今後は、さら

に下部に掘り進めることで同時代のレリーフ墓にみられるような「九弓の民」の図像等の確認をしていきた

い。次に、第 47 号墓前庭部の南側に堆積した土砂の除去を行った。今次調査では、前庭部の南西角と南壁

を確認することができた。また、前庭部南側の岩盤上に堆積した石灰岩チップ層は風成の黄色細砂層を挟ん

で分層され、土器の年代から上層が第 18 王朝末期、下層が第 18 王朝中期に年代づけられた。その他の灰色

砂礫層からは現代の民家由来のものも含めた多岐にわたる遺物が混入しており、中からシャブティ、葬送コー

ン、木棺片、土器片などが大量に出土した。最後に、前庭部南壁上の岩盤直上の土砂堆積を除去後、来期以

降の調査での前庭部の発掘調査を見据えて、日乾煉瓦製の擁壁を築いた。

　以上、第 6 次調査の成果の概要を述べた。来期以降も発掘調査、出土遺構・遺物、保存修復作業を継続し、

第 47 号墓とその周辺の墓について更に明らかにしていきたい。

　なお、本調査は、2012 年度の早稲田大学特定課題研究（2012B-026）「テーベ岩窟墓第 47 号（ウセルハト

墓）の研究」の助成によるものである。
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図 7　第 47 号墓およびその周辺出土遺物（4）
Fig.7  Major finds from TT47 and its vicinity (4)
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